
  

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 

Ｖｏｌ.40 

2015/03 

「
社
楽
」
も
４
０
回
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
書

名
を
特
集
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
今
回
は
書
名
が
四
字
熟
語
に
な
っ
て

い
る
社
史
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

● 

ま
ず
自
社
の
仕
事
内
容
と
関
連
し
た
四
字
熟

語
に
し
た
社
史
を
い
く
つ
か
。 

『
燃
料
報
国
』
（
ヤ
ン
マ
ー
７
０
年
の
あ
ゆ
み
／

１
９
８
３
年
刊
）
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の

開
発
に
際
し
て
、
昭
和
初
期
か
ら
掲
げ
て
き
た
基

本
理
念
で
、
巻
頭
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
も
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
字
は
元
東
大
寺
管
長
・
清
水
公
照

の
筆
で
す
。
ヤ
ン
マ
ー
か
ら
は
『
豊
穣
無
限
』（
ヤ

ン
マ
ー
農
機
２
０
年
の
あ
ゆ
み
／
１
９
８
６
年

刊
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

書
名
が
四
字
熟
語
の
社
史
。 

よ
は
た
い
ら
か
」
と
読
み
ま
す
。
巻
頭
の
「
ご
あ

い
さ
つ
」
で
、
戦
争
直
後
に
「
ま
ず
食
が
充
足
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
い
を
深
く
し
た

こ
と
に
は
じ
ま
る
事
業
の
指
針
で
あ
る
旨
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
安
藤
百
福
は
四
字
熟
語
を
二
つ

並
べ
た
年
頭
定
是
（
活
動
指
針
）
を
毎
年
定
め
て
、

色
紙
に
も
し
て
い
ま
し
た
。
色
紙
の
一
覧
は
社
史

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
４
０
周
年
記

念
誌
の
書
名
も
四
字
熟
語
の
『
食
創
為
世
』
（
１

９
９
８
年
刊
）
で
、
そ
の
意
味
は
、
い
く
つ
か
の

四
字
熟
語
と
と
も
に
、
巻
頭
グ
ラ
フ
の
ペ
ー
ジ
で

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
鏤
采
摛
文
』
（
安
藤
七
寶
店
百
年
史
／
１
９
８

１
年
刊
）
は
「
る
さ
い
ち
ぶ
ん
」
と
読
み
ま
す
。

「
彩
り
を
ち
り
ば
め
、
文
様
を
美
し
く
あ
ら
わ

す
」
と
い
う
意
味
で
、
満
州
国
建
国
に
際
し
て
七

宝
を
献
上
し
た
と
き
、
初
代
・
国
務
院
総
理
の
鄭

孝
胥
が
筆
を
と
っ
た
と
「
序
文
」
に
あ
り
ま
す
。 

 

（
裏
面
に
続
く
）  

『
弾
性
無
限
』（
１
９
６
９
年
刊
）
は
バ
ネ
製
造

の
日
本
発
条
（
ニ
ッ
パ
ツ
）
の
３
０
周
年
記
念

と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。「
序
文
」
に
よ
る
と

「
弾
性
に
は
限
界
あ
る
も
、
弾
性
の
研
究
開
発

に
は
限
り
が
無
く
、
ま
た
、
人
生
に
は
限
り
が

あ
る
も
、
企
業
は
無
限
の
生
命
を
目
指
す
」
と

あ
り
ま
す
。
同
社
か
ら
は
一
文
字
を
変
え
た
書

名
の
『
弾
性
夢
限
』（
ニ
ッ
パ
ツ
７
０
年
の
あ
ゆ

み
／
２
０
１
０
年
刊
）
も
出
て
い
ま
す
。「
あ
と

が
き
」
に
よ
る
と
、
限
り
な
い
夢
に
向
か
っ
て

躍
進
す
る
企
業
と
い
う
意
味
を
込
め
た
そ
う
で

す
。 日

清
食
品
の
３
０
周
年
社
史
『
食
足
世
平
』

（
１
９
９
２
年
刊
）
は
題
字
も
含
め
創
業
者
の

安
藤
百
福
に
よ
る
も
の
で
す
。「
し
ょ
く
た
り
て 

 



 （
表
面
か
ら
続
く
） 

オ
フ
ィ
ス
や
病
院
な
ど
の
建
築
内
装
に
携
わ

る
、
く
ろ
が
ね
工
作
所
の
『
空
間
創
造
』（
創
業
６

０
周
年
記
念
／
１
９
８
７
年
刊
）
は
「
人
間
の
あ

ら
ゆ
る
生
活
空
間
の
快
適
で
効
率
的
な
環
境
づ
く

り
を
推
し
進
め
る
こ
と
」
と
「
発
刊
の
こ
と
ば
」

で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
陸
地
方
で
住
宅
建
設

を
し
て
い
る
玉
家
建
設
の
『
住
往
無
尽
』（
２
０
０

４
年
刊
行
）
は
「
住
ま
い
の
ゆ
く
す
え 

尽
き
る

こ
と
な
く
」
と
添
え
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。 

切
削
工
具
メ
ー
カ
ー
の
『
研
削
琢
磨
』（
オ
ー
エ

ス
ジ
ー
物
語
／
１
９
９
７
年
刊
）
は
、
新
聞
に
連

載
し
て
い
た
同
社
の
歴
史
の
企
業
小
説
を
、
そ
の

ま
ま
本
の
題
名
に
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
精
密
機
械
部
品
メ
ー
カ
ー
の
『
技
能
伝
承
』

（
タ
カ
ハ
シ
テ
ク
ニ
ア
一
〇
〇
年
に
向
か
っ
て
／

２
０
０
７
年
刊
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

冠
詞
を
付
け
た
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

鉄
道
人
生
』
（
伊
岳

商
事
５
０
年
史
／
２
０
１
３
年
刊
）
は
、
鉄
道
の

保
線
機
器
を
扱
っ
て
い
る
企
業
で
す
。
保
線
に
か

け
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
社
史
で
、
ま

さ
に
書
名
の
と
お
り
、
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
自
転
車
メ
ー
カ
ー
の
社
史
で
『
銀
輪
讃
歌
』

（
マ
エ
ダ
工
業
６
０
周
年
記
念
／
１
９
８
２
年

刊
）
と
い
う
書
名
も
あ
り
ま
し
た
。 

● 

 

●お問い合わせ先 
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〒210-0011 
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電 話：044-233-4537 

ＦＡＸ：044-210-1146 
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kawasaki/index.html  

 

つ
ぎ
に
会
社
の
理
念
の
四
字
熟
語
を
書
名
に
し

た
社
史
も
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。 

『
一
意
誠
実
』（
ラ
イ
オ
ン
事
務
器
２
０
０
年
史
／

１
９
９
３
年
刊
）
は
巻
頭
で
「
こ
の
理
念
こ
そ
当

社
の
歴
史
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
り
、
永
遠
の
テ

ー
マ
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
至
し
」
表
題
と
し
た

と
、
当
時
の
会
長
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
創
意
工
夫
』（
江
崎
グ
リ
コ
７
０
年
史
／
１
９
９

２
年
刊
）
は
グ
リ
コ
の
七
訓
（
社
訓
）
の
最
初
に

も
示
さ
れ
、
創
業
者
・
江
崎
利
一
に
よ
る
書
も
巻

頭
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ほ
か
に
『
和
働
入
魂
』（
藤
堂
工
業
株
式
会
社
四

十
年
の
歩
み
／
２
０
０
２
年
刊
）
は
、
ベ
ア
リ
ン

グ
の
製
造
な
ど
を
す
る
同
社
の
基
本
理
念
と
な
っ

て
い
る
造
語
で
「
魂
を
入
れ
て
和
し
て
働
こ
う
」

の
意
味
だ
と
本
文
中
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
士
魂
商
才
』（
喜
多
村
石
油
７
０
年
の
歩
み
／
１

９
８
２
年
刊
）
は
、
創
業
者
の
遺
訓
で
、
繰
り
返

し
息
子
に
聞
か
せ
た
と
い
う
「
商
人
た
る
も
の
、

商
才
は
発
揮
す
べ
き
だ
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
武
士
道
の
精
神
で
あ
る
」
に
拠
り
ま
す
。 

『
以
和
為
貴
』（
永
井
産
業
の
二
百
年
／
２
０
０
２

年
刊
）
は
聖
徳
太
子
の
言
葉
で
、
江
戸
時
代
か
ら

紙
屋
を
営
む
同
社
の
ゆ
か
り
の
地
・
兵
庫
県
太
子

町
が
、
聖
徳
太
子
と
縁
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
社
是

と
し
た
そ
う
で
す
。 

  

 

● 

以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
例
示
し
て
き
ま
し
た
。 

「
温
故
知
新
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
社
史
を
検
索
し

て
み
た
ら
１
０
件
以
上
ヒ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
四
字
熟
語
が
書
名
の
社
史
は
あ
り
ま
す
。 

 

た
だ
、
書
架
に
並
べ
た
と
き
に
は
、
四
字
熟
語

が
目
立
つ
よ
り
、
社
名
が
目
立
っ
た
方
が
本
を
探

す
上
で
あ
り
が
た
い
と
い
う
図
書
館
員
の
本
音

を
「
画
蛇
添
足
」
な
が
ら
付
記
し
て
お
き
ま
す
。 

（
科
学
情
報
課
・
高
田
） 


